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問▶保健センター（☎〈76〉1133）

第３次健康日本２１安城計画
を策定しました

topic 1

　現在の健康状態は、これまでの生活習慣や社会環境等の影響を受ける可能性や、次世代の健康にも影響を
及ぼす可能性があります。生涯にわたり健康を保つためには、胎児期から高齢期に至るまでの人の生涯を経
時的に捉えた健康づくり（ライフコースアプローチ）の観点を取り入れることが大切です。本計画では第２次
計画で実施した各ライフステージに特有の健康づくりを継続しつつ、新たに長期的な視点を踏まえた健康づ
くりを推進していきます。

詳細は
市HP参照

計画期間：２０２５年度～２０３６年度

しあわせな未来へつなげる 健康のまち・安城
～からだいきいき こころのびのび～

基本理念

健康寿命の延伸と健康格差の縮小

基本目標

第３次計画の考え方

安城市の健康に関する現状と課題
安城市の平均寿命と健康寿命※（2020年のデータ）

第３次計画の基本的な視点 ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり

※健康寿命：日常生活が制限されることなく生活できる期間
平均寿命は厚生労働省「市区町村別生命表」、
健康寿命は国の「日常生活動作が自立している期間の平均」として算出

◦ 朝食を食べない人の割合の
増加

◦ 栄養バランスに気を付けて
いる人の割合の減少（成人）

栄養
◦ 睡眠時間が十分に取れてい

ない人の割合の増加
◦ 悩みを相談している人の割

合の減少（男性）

睡眠・こころ

◦ 地域の活動に参加している
人の割合の減少

地域
安城市における主な健康課題

睡眠・こころ

1.1年

2.1年

男
性

女
性

82.1

87.7

81.0

85.6

男
性

平均寿命

健康寿命

平均寿命

健康寿命

日常生活が
制限される期間 1.1年

2.1年
日常生活が
制限される期間

ライフステージに着目した健康づくり

こども・子育て期 若者・働く世代 高齢者

一人ひとりの
行動と健康状態の

改善

生活習慣病の予防

生活習慣の改善と維持・向上

生活習慣の確立

自然に健康になれる
環境づくり

地域における健康づくり活動の活性化

誰もがアクセスできる健康増進のための基盤の整備

ライフコースアプローチ
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1こどもまんなか社会に向けた気運醸成
❶�「こどもの権利」が大事だということをみんなに伝

えます
❷�こども・若者の意見をまちづくりに反映させます

問▶こども課（☎〈71〉2292）

「こども基本法」の考え方に沿って、本市のす
べてのこども・若者が幸せに暮らしていける
よう、本市が令和７年度から令和１１年度まで
の５年間に取り組むことをま
とめた計画です。

2こども・若者等の心身の健康づくり
❶�妊娠期、出産、乳幼児期の、それぞれの段階で健

康づくりを支えます
❷�こども・若者の体力・健康づくりを支えます
❸こども・若者等のこころの健康づくりを支えます

3こども・若者が安全に暮らせる環境づくり
❶�こども・若者の遊び場や、居場所をつくります
❷�こども・若者の「自分らしさ」を大切にします
❸いじめや不登校に対する取組みを進めます
❹こども・若者が安全に暮らせるようにします

5子育て・教育にかかる支援
❶�保育園等をより良くします
❷�子育てする家庭を支えます
❸�子育てする人が、仕事と子育てを両立しやすいよ

うにします
❹ひとり親家庭を支えます

6困難を抱えるこども・若者等への支援
❶�こどもへの虐待を防ぎます
❷�みんなで「ヤングケアラー」を支えます
❸�障害等のあるこども・若者を支えます
❹こどもの貧困対策をします
❺本市が一丸となって支えます

4こども・若者が希望を持てる社会づくり
❶�いろいろなことを学べるようにします
❷�将来のためになる力をつけられるようにします
❸若者の就労を支えます
❹結婚したい人、こどもを持ちたい人を支えます

本市は「こどもまんなか応援
サポーター」を宣言しています

具体的な取組みを記載した本計画
は市HPに掲載しています。 
※QRコード参照。

の実現をめざします！

この計画を進めていくことで、

６つの基本目標

みんなでこどもたちを育み、応援するまち

 “こどもまんなか 安城”

安城市こども計画とは

こどもの権利は、誰もが生まれたときから持っ
ているもので、安全な環境で、安心して自分ら
しく育ち、幸せに生きるためのものです。

ポイント「こどもの権利」

❶命を守られ成長できること
❷こどもにとって最もよいこと
❸意見を表明し考慮されること
❹差別のないこと

４つの
基本的な
考え方

安城市こども計画を策定しました

topic 2


